
 

（第２号様式）   
令和４年４月 27 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立有馬高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（   月   日実施） 

総合評価（   月   日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①特色ある国際理
解教育と「総合的
な探究の時間」に
係る研究と実践を
とおして、探究的
でグローバルな視
野を持つ人材を育
成する。 
②「育てたい生徒
像」を見据え、共
通性と多様性のバ
ランスに配慮した
教育課程の策定と
実施を図るととも
に、特別活動の充
実をめざす。 
③「主体的・対話
的で深い学び」を
めざし、授業改善
を実施する。 
④基礎的基本的な
知識・技能と思考
力・判断力・表現
力等の育成のバラ
ンスを重視し、主
体的に学習に取り
組む態度を養う。 
 
 

①特色ある国際理解
教育を発展させ、姉
妹校とのオンライン
交流を実施する。ま
た、新たに姉妹校と
なる対象校を検討す
る。 
・ＳＤＧｓに係わる
探究活動を継続さ
せ、教科の枠を超え
た探究活動発展を目
指す。 
 
 
③④「主体的・対話
的で深い学び」をめ
ざした授業を実践
し、生徒の思考力・
判断力・表現力を育
成するとともに、主
体的に学ぶ意欲を向
上させる。 
 

①姉妹校交流は、オン
ラインや文通等で姉妹
校交流を継続する。 
・新たに海外の学校と
の姉妹校締結に向けて
情報収集を行い締結で
きる学校を検討する。 
・ＳＤＧｓに係わる探
究活動について、昨年
度までの取組の継続・
精選・見直し等検討を
行い、今後３年間の見
通しを立て実践する。 
 
③④「主体的・対話的
で深い学び」をテーマ
とした授業改善を行
い、生徒の思考力・判
断力・表現力が高まる
授業を実践する。ま
た、職員間で授業改善
のための情報交換がで
きたか。 
・１人１台端末を活用
し、主体的に学ぶ意欲
を向上させるための授
業を実践する。 
 
 
 

①姉妹校との交流
を行うことができ
たか。また、生徒
が国際理解教育を
意識した実践的な
活動を行うことが
できたか。 
・新規姉妹校との
締結ができたか。 
・探究活動を全学
年で見通しをもっ
て取り組むことが
できたか。 
 
③④思考力・判断
力・表現力が高ま
る授業を実践でき
たか。また、職員
で意見交換し情報
共有ができたか。 
・生徒対象のアン
ケート結果から１
人１台端末が有効
に活用されたと判
断できるか。 

     

２ 
生徒指導・
支援 

①部活動の充実を
とおして自己理解
や他者理解を深め
る支援を行う。 
②交通安全指導を
通してマナーの向
上と事故防止に取
り組む。 
③人権尊重の精神
および規範意識を
高める取組を推進
する。 
④生徒一人ひとり
の個に応じた生徒
支援体制の確立を
図る。 
 

①部活動の活動を充
実させ、活動をとお
して生徒の人格形成
の支援を行う。 
 
 
 
 
③④「いじめ・学校
生活についてのアン
ケート」と、教育相
談を組織的に行う。
また、生徒理解のた
めの個人面談を実施
し、問題発生時に
は、管理職、学年職
員、保護者が連携し
迅速な対応を行う。 
 
 
 

①部活動顧問の適切な
配置と顧問間の連携に
より、生徒が主体的に
活動できるように支援
する。 
 
 
 
③④年２回の「いじ
め・学校生活について
のアンケート」と個人
面談を実施し、いじめ
問題等に初期対応でき
る体制を整える。問題
発生時は、管理職、学
年職員、保護者が連携
し迅速な対応を図る。 

①部活動調査にお
いて、主体的に取
り組んだ生徒の割
合が参加した生徒
の９割を超えてい
るか。 
 
 
③④いじめ問題の
発生を防ぐことが
できたか。 
・問題発生時に、
職員等で連携し、
迅速で適切な対応
を行うことができ
たか。 

 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（   月   日実施） 

総合評価（   月   日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①大学等における
多様な入試形態を
見据え、生徒一人
ひとりの進路希望
実現に向けたきめ
細かな支援体制を
充実させる。 
②教科における学
習活動と進路指導
との連携を図り、
生涯にわたって基
盤となるキャリア
教育を実施する。 

①入試動向情報を的
確に把握し、担任団
と情報を共有して生
徒の希望進路の実現
に向け支援する。 
・進路指導室の生徒
の利用率を高める。 
 
 
②高大連携、インタ
ーンシップへの参加
を安全かつ積極的に
進める。 

①教員向けガイダンス
を実施し近年の入試状
況を共有する。また生
徒向けに大学の入試担
当者を招き具体的な入
試対策の講演会を開
く。 
・進路指導室の資料の
充実を図る。 
②テレワーク方式等の
インターンシップを実
施し生徒の就業体験機
会を設ける。 

①効果的なガイダ
ンスや講演が実施
できたか。 
・進路指導室の利
便性が整ったか。 
 
 
 
 
②インターンシッ
プを実施すること
できたか。 

     

４ 
地域等との
協働 

①生徒一人ひとり
が社会参画意識を
もって地域や世界
とつながる意識を
高 め る 支 援 を 行
う。 
②地域等と連携・
協働した災害への
備え、対応をさら
に深める。 
 

①学校周辺の美化活
動を実施し、地域に
愛される学校を目指
す。 
 
・ボランティア活動
や地域への貢献活動
を通じて、社会の一
員としての意識を醸
成する。 
 
 
②DIG 研修や避難訓
練、地域の行政機関
と連携した防災体験
訓練をとおして防災
意識を高める。 
 

①各学年で年 1 回、行
事ごとに委員会や部活
動の生徒で学校周辺の
ゴミ拾い活動を実施す
る。 
・ボランティア活動の
案内を広く周知し、生
徒の参加を促す。部活
動等においても積極的
に地域への貢献活動に
参加する。 
 
②防災委員を中心とし
た DIG 研修や避難訓
練、地域の行政機関と
連携した防災体験訓練
を実施し、防災意識を
高める。 
 

①各学年で 1回、委
員 会 や 部 活 動 等
で、学校周辺のゴ
ミ拾い活動を実施
できたか。 
・地域に参画する
意識が向上し、個
人でのボランティ
ア活動、部活動で
の地域貢献活動へ
の 参 加 が あ っ た
か。 
②DIG 研修と地域の
行政機関と連携し
た防災体験訓練を
実施することがで
きたか。 
・防災意識をもっ
て訓練に参加する
ことができたか。 
 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①ＩＣＴ環境の整
備改善を進めると
ともに、ＨＰ等を
活用して本校の教
育活動に係る情報
発 信 を 充 実 さ せ
る。 
②安心・安全な教
育環境の整備を充
実 さ せ る と と も
に、事故・不祥事
防止のさらなる徹
底を図る。 
③働き方改革の推
進に向けて、組織
的な取組を進めて
いく。 

①ＩＣＴ環境の整備
改善を進め、教職員
の機器活用のスキル
アップを行う。 
・ＨＰの更新頻度を
上げ、最新の情報を
発信する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③仕事の効率化に向
け、ノー残業デーを
設ける。 

①ＩＣＴ環境の整備を
進める。 
・機器活用の研修の機
会を設け、機器活用の
スキルアップを図る。 
 
 
 
・Wi-Fi の環境の改善
を進める。 
 
 
・各グループごとに情
報発信を行い、ＨＰの
更新頻度を上げ、最新
情報を提示する。 
 
 
 
③職員一人ひとりが１
週間に１回ノー残業デ
ーを設ける。 

①ＩＣＴ環境の整
備を進めることが
できたか。 
・職員の８割が、
機器活用について
自身のスキルアッ
プを図ることがで
きたか。 
・Wi-Fi の環境がよ
くなり、効率よく
機器の活用を行え
たか。 
・ＨＰの更新頻度
が 1カ月以上滞って
いないか。また、
各グループごとに
情報を発信するこ
とができたか。 
 
③職員の８割が、
年間を通じてノー
残業デーを設ける
ことができたか。 
 

     

 


